
2 0 2 4 年 1 月 10 日 

東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 

 

 

第 247 回「地域の会」定例会資料 〔前回定例会以降の動き〕 
 
 

【不適合関係】 

・12 月 14 日 核物質防護に関する不適合情報                  〔P. 2〕 

・12 月 25 日 大湊側竜巻固縛装置制御盤の焦げ跡の発見について（区分：検討中） 〔P. 6〕 

・12 月 26 日 大湊側竜巻固縛装置制御盤の焦げ跡の発見について（続報） 

（区分：その他）                        〔P. 7〕 

 

【発電所に係る情報】 

・12 月 13 日 柏崎刈羽原子力発電所の保安規定変更認可について         〔P. 8〕 

・12 月 14 日 （運転保守状況）5号機使用済燃料プール内での金属製物質の確認 

について（区分：Ⅱ）                       〔P. 9〕 

・12 月 14 日 7 号機の使用前事業者検査の状況について             〔P.10〕 

・12 月 21 日 4 号機における高経年化対策に関する原子炉施設保安規定の変更認可 

について                           〔P.11〕 

・12 月 27 日 柏崎刈羽原子力発電所における原子力規制検査（核物質防護に係る 

追加検査）に係る結果及び対応区分の変更通知の受領について    〔P.13〕 

・12 月 28 日 柏崎刈羽原子力発電所の ID カード不正使用および核物質防護設備の 

機能の一部喪失に関わる原因分析再検証・改善措置実施報告について 〔P.15〕 

・12 月 28 日 柏崎刈羽原子力発電所の核物質防護の強化と安全性向上の取組 

について                           〔P.16〕 

・1 月 1 日 地震発生後のプラント状況について（第 1報～第 10 報（最終報）） 〔P.28〕 

 

【その他】 

・1 月 9 日 五泉市における「東京電力コミュニケーションブース」の開設について 

〔P.48〕 

・1 月 10 日 東京電力の広報活動の取組み事項について             〔P.49〕 

 

【福島第一原子力発電所に関する主な情報】 

・12 月 21 日 福島第一原子力発電所の廃止措置等に向けた中長期ロードマップの 

進捗状況                           〔別紙〕 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

＜参考＞ 
 当社原子力発電所の公表基準（平成 15 年 11 月策定）における不適合事象の公表区分について 

区分:Ⅰ  法律に基づく報告事象等の重要な事象 
区分:Ⅱ  運転保守管理上重要な事象 
区分:Ⅲ  運転保守管理情報の内、信頼性を確保する観点からすみやかに詳細を公表する事象 
その他   上記以外の不適合事象 
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東京電力ホールディングス（株）　柏崎刈羽原子力発電所

核物質防護に関する不適合情報

NO. 不適合事象 発見日 備　　考

1
監視カメラの映像が、映らないことを確認した。
調査の結果、設備面の不具合であったことから、当該不具合箇所を調整し、正常な状態に復旧した。
なお、不具合発生期間中の監視機能は、代替措置にて維持した。

2021/11/2

2
核物質防護上の扉における認証装置が、一部正常に動作しないことを確認した。
障壁機能は維持。
調査の結果、設備面の不具合であったことから、当該不具合箇所を交換し、正常な状態に復旧した。

2023/10/20

3

監視用の照明が、正常に点灯しないことを確認した。
調査の結果、電源分岐盤の取替工事中に当該照明に電力が供給されていなかったことが原因であり、
工事完了後、当該照明は点灯した。
その後、電源を強化した照明を追加設置した。
なお、工事期間中の監視機能は、代替措置にて維持した。

2022/2/27

※核物質防護に関する不適合情報は、対策を行った後、防護上の安全が確認された段階でお知らせしております。
　 このため、発生から公表までに時間を要する不適合もございます。

３．公表区分Ⅲ　　　　　　０件

４．公表区分その他　　　３件

２．公表区分Ⅱ　　　　　　０件

２０２３年１１月１４日（火）までにパフォーマンス向上会議で確認した核物質防護に関する不適合事象は、下記のとおりです。
※核物質防護措置に関わる情報のため、事象の概要のみ、お知らせさせていただきます。

◆ 不適合とは、本来あるべき状態とは異なる状態、もしくは本来行うべき行為（判断）とは異なる行為（判断）を言います。
法律等で報告が義務づけられているトラブルから、発電所の通常の点検で見つかる計器や照明の故障など、広い範囲の不具合が対象になります。

核物質防護に関わる不適合の公表方針・公表基準については以下のＵＲＬをクリックしてご覧ください。

https://www.tepco.co.jp/niigata_hq/data/pp/pdf/policy.pdf

１．公表区分Ⅰ　　　　　　０件

2023年12月14日

2

https://www.tepco.co.jp/niigata_hq/data/inside/pp/pdf/policy.pdf
https://www.tepco.co.jp/niigata_hq/data/inside/pp/pdf/policy.pdf
https://www.tepco.co.jp/niigata_hq/data/inside/pp/pdf/policy.pdf
https://www.tepco.co.jp/niigata_hq/data/inside/pp/pdf/policy.pdf


東京電力ホールディングス（株）　柏崎刈羽原子力発電所

核物質防護に関する不適合情報

NO. 不適合事象 発見日 備　　考

1

2023年10月2日、柏崎刈羽原子力発電所で実施した「個人の信頼性確認の薬物抜き打ち検査※」にお
いて、検査結果が陽性反応を示した受検者（社員）に対し、社員見張り人Aが検査結果を陰性と見誤り、
防護区域内に一時的に入域させた事案を確認した。
※当該検査は、規制要求に基づき、当社が薬物検査等も含めた信頼性確認を行い、入域の許可を得ている人に対
して継続的な信頼性確保の観点から抜き取りで実施しているもの

当該受検者は、検査の後、執務にあたるため、防護区域に入域したが、社員見張り人Aが執務室に持
ち帰った検査結果を、社員見張り人Bが確認したところ陽性を示していたことから、速やかに関係者に
報告した。
報告を受けた核物質防護管理者は直ちに当該受検者を防護区域内から退域させた後、治安機関へ引
き渡した。
なお、当該受検者は、聞き取り調査を含め、警備に対して協力的に対応していた。
その後の治安機関による検査の結果、陰性であることを確認したことから、核物質防護管理者は受検
者の再入域を許可した。
なお、マニュアルに則れば、治安機関ではなく医療機関の検査結果にて防護区域内への再入域の許
可判断をすべきであったことから、防護区域入域資格を取り消した。
本事案は、社員見張り人への薬物検査に関する指導・教育が不十分であったことから社員見張り人A
の薬物検査の判定に関する理解が不足していたことが原因。
対策として、検査の判定結果を見誤らないよう教育を実施した。
今後も定期的に教育を実施していく。
また、薬物検査や再入域の判断に関するマニュアルや手順書等についても、より分かりやすくなるよ
う、記載を明確化した。（2023年11月22日お知らせ済み）

2023/10/2

NO. 不適合事象 発見日 備　　考

1 2022/7/24

2 2022/12/6

２．公表区分Ⅱ　　　　　　１件

２０２３年１１月２１日（火）までにパフォーマンス向上会議で確認した核物質防護に関する不適合事象は、下記のとおりです。
※核物質防護措置に関わる情報のため、事象の概要のみ、お知らせさせていただきます。

◆ 不適合とは、本来あるべき状態とは異なる状態、もしくは本来行うべき行為（判断）とは異なる行為（判断）を言います。
法律等で報告が義務づけられているトラブルから、発電所の通常の点検で見つかる計器や照明の故障など、広い範囲の不具合が対象になります。

核物質防護に関わる不適合の公表方針・公表基準については以下のＵＲＬをクリックしてご覧ください。

https://www.tepco.co.jp/niigata_hq/data/pp/pdf/policy.pdf

１．公表区分Ⅰ　　　　　　０件

※核物質防護に関する不適合情報は、対策を行った後、防護上の安全が確認された段階でお知らせしております。
　 このため、発生から公表までに時間を要する不適合もございます。

監視カメラの一部機能が、正常に動作しないことを確認した。
監視機能は維持。
調査の結果、設備面の不具合であったことから、当該不具合箇所を交換し、正常な状態に復旧した。

３．公表区分Ⅲ　　　　　　０件

４．公表区分その他　　　２件

3

https://www.tepco.co.jp/niigata_hq/data/inside/pp/pdf/policy.pdf
https://www.tepco.co.jp/niigata_hq/data/inside/pp/pdf/policy.pdf
https://www.tepco.co.jp/niigata_hq/data/inside/pp/pdf/policy.pdf
https://www.tepco.co.jp/niigata_hq/data/inside/pp/pdf/policy.pdf


東京電力ホールディングス（株）　柏崎刈羽原子力発電所

核物質防護に関する不適合情報

NO. 不適合事象 発見日 備　　考

1
監視カメラの一部機能が、正常に動作しないことを確認した。
調査の結果、設備面の不具合であったことから、当該不具合箇所を調整し、正常な状態に復旧した。
なお、バックアップ用のカメラであったことから、代替措置は不要と判断した。

2022/8/21

2

核物質防護上管理すべき情報に指定した一部のものについて、指定する以前より関係者に共有していた
ものを核物質防護上の管理とする扱いに変更していないことを確認したことから、管理すべき情報を適正
化した。
なお、関係者に共有した情報は関係者以外には共有されておらず、情報漏えいは発生していないことを
確認済み。

2023/5/26

２０２３年１１月２８日（火）までにパフォーマンス向上会議で確認した核物質防護に関する不適合事象は、下記のとおりです。
※核物質防護措置に関わる情報のため、事象の概要のみ、お知らせさせていただきます。

◆ 不適合とは、本来あるべき状態とは異なる状態、もしくは本来行うべき行為（判断）とは異なる行為（判断）を言います。
法律等で報告が義務づけられているトラブルから、発電所の通常の点検で見つかる計器や照明の故障など、広い範囲の不具合が対象になります。

核物質防護に関わる不適合の公表方針・公表基準については以下のＵＲＬをクリックしてご覧ください。

https://www.tepco.co.jp/niigata_hq/data/pp/pdf/policy.pdf

１．公表区分Ⅰ　　　　　　０件

※核物質防護に関する不適合情報は、対策を行った後、防護上の安全が確認された段階でお知らせしております。
　 このため、発生から公表までに時間を要する不適合もございます。

３．公表区分Ⅲ　　　　　　０件

４．公表区分その他　　　２件

２．公表区分Ⅱ　　　　　　０件

4

https://www.tepco.co.jp/niigata_hq/data/inside/pp/pdf/policy.pdf
https://www.tepco.co.jp/niigata_hq/data/inside/pp/pdf/policy.pdf
https://www.tepco.co.jp/niigata_hq/data/inside/pp/pdf/policy.pdf
https://www.tepco.co.jp/niigata_hq/data/inside/pp/pdf/policy.pdf


東京電力ホールディングス（株）　柏崎刈羽原子力発電所

核物質防護に関する不適合情報

NO. 不適合事象 発見日 備　　考

1
侵入検知器の一部機能が、正常に動作しないことを確認した。
侵入検知機能は維持。
調査の結果、設備面の不具合であったことから、当該侵入検知器を交換し、正常な状態に復旧した。

2023/5/24

2
監視カメラの一部機能が、正常に動作しないことを確認した。
監視機能は維持。
調査の結果、設備面に異常はなく再現性もなかったことから、一過性の不具合と判断した。

2023/7/26

3

協力企業作業員が、作業中のIDカード紛失を防ぐため車両内に仮置きしたところ、別の作業員が当該車
両で周辺防護区域から退域したため、当該作業員が一時的にIDカードの不携帯となった。
対策として、IDカードの携帯について相互確認を行うこととするとともに、所内にルールを再周知した。
なお、IDカードは当該作業員に返却され、不正使用も確認されなかった。

2023/9/14

4

協力企業作業員が、ＩＤカードがないことに気付き、監視員に報告したことを確認した。
調査の結果、作業中に装備していたＩＤカード等がポケットから複数回落下したことから、破損防止のため
取り外して作業を行っていたことが判明。
対策として、作業中における管理区域内でのＩＤカード装着について再徹底するとともに、当該企業に対し
教育を実施した。
なお、IDカードは当該作業員に返却され、不正使用も確認されなかった。

2023/10/3
2023/10/10に

不適合で公表済み

5

協力企業より、駐車した車の運転席側と助手席側のドアを開けた際に、車両通行証が強風で飛ばされて
しまったとの連絡があったことから、当該通行証の無効化措置をした。
後日、当該通行証を紛失した企業より、発電所敷地周辺で当該通行証を発見した旨連絡があり、当社セ
キュリティ部門で現物であることを確認した。
落下防止対策として、車両通行証の掲示方法を改善し、所内に各種許可証の紛失防止と保管管理徹底
の指導を行った。

2023/10/5

6

協力企業による作業中に検知器のスイッチへの接触があり、侵入検知器が正常に動作しなくなったこと
から、スイッチを入れ直して正常な状態に復旧した。
接触への対策として、作業前にアクリルカバーを取り付けることとするとともに、当該企業に対し注意喚起
を行い、再発防止を図った。
なお、不具合発生期間中の侵入検知機能は、代替措置にて維持した。

2023/10/26

7
侵入検知器が、不法行為等がないにも関わらず動作し続けることを確認した。
調査の結果、設備面の不具合であったことから、当該不具合箇所を交換し、正常な状態に復旧した。
なお、不具合発生期間中の検知機能は、代替措置にて維持した。

2022/11/9

8
核物質防護上の扉の付属機器が、一部正常に動作しないことを確認した。
障壁機能は維持。
調査の結果、設備面の不具合であったことから、当該付属機器を交換し、正常な状態に復旧した。

2023/11/10

9
手荷物検査に使用する検査装置が、正常に動作しないことを確認した。
調査の結果、設備面の不具合であったことから、当該不具合箇所を交換し、正常な状態に復旧した。
なお、不具合発生期間中の検査は、予備の検査装置にて実施した。

2023/11/12

２０２３年１２月５日（火）までにパフォーマンス向上会議で確認した核物質防護に関する不適合事象は、下記のとおりです。
※核物質防護措置に関わる情報のため、事象の概要のみ、お知らせさせていただきます。

◆ 不適合とは、本来あるべき状態とは異なる状態、もしくは本来行うべき行為（判断）とは異なる行為（判断）を言います。
法律等で報告が義務づけられているトラブルから、発電所の通常の点検で見つかる計器や照明の故障など、広い範囲の不具合が対象になります。

核物質防護に関わる不適合の公表方針・公表基準については以下のＵＲＬをクリックしてご覧ください。

https://www.tepco.co.jp/niigata_hq/data/pp/pdf/policy.pdf

１．公表区分Ⅰ　　　　　　０件

※核物質防護に関する不適合情報は、対策を行った後、防護上の安全が確認された段階でお知らせしております。
　 このため、発生から公表までに時間を要する不適合もございます。

３．公表区分Ⅲ　　　　　　０件

４．公表区分その他　　　９件

２．公表区分Ⅱ　　　　　　０件

5

https://www.tepco.co.jp/niigata_hq/data/inside/pp/pdf/policy.pdf
https://www.tepco.co.jp/niigata_hq/data/inside/pp/pdf/policy.pdf
https://www.tepco.co.jp/niigata_hq/data/inside/pp/pdf/policy.pdf
https://www.tepco.co.jp/niigata_hq/data/inside/pp/pdf/policy.pdf


 

2023年 12月 25日 

東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 

区分：検討中 

号機                   ― 

件名 大湊側竜巻固縛装置制御盤の焦げ跡の発見について 

不適合の 

概要 

 

12月 25日午後 3時 4分頃、大湊側屋外に設置している竜巻固縛装置を点検していた 

当社社員が、付近にある制御盤内に焦げ跡を確認しました。 

その後、現場確認を行った結果、消防による確認が必要と判断したため、 

午後 4時 21分頃、一般回線にて公設消防に連絡しました。 

 

公設消防にて現場確認の結果、午後 5時 30分頃に詳細な分解点検を実施しないと 

火災か否かの判断がつかないとの見解をいただきました。 

 

 本事象による外部への放射能の影響はありません。 

安全上の重

要度／損傷

の程度 

＜安全上の重要度＞ 

 

安全上重要な機器等 ／ その他 

＜損傷の程度＞ 

□ 法令報告要 

■ 法令報告不要 

□ 調査・検討中 

対応状況 

 

後日、公設消防立ち合いの下、詳細な点検を実施し、火災か否かの判断が判明次第、 

お知らせいたします。 

 

6



 

2023 年 12 月 26 日 

東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 

区分：その他 

号機                   ― 

件名 大湊側竜巻固縛装置制御盤の焦げ跡の発見について（続報） 

不適合の 

概要 

 

12 月 25 日午後 3時 4分頃、大湊側屋外に設置している竜巻固縛装置を点検していた 

当社社員が、付近にある制御盤内に焦げ跡を確認しました。 

その後、現場確認を行った結果、消防による確認が必要と判断したため、 

午後 4時 21 分頃、一般回線にて公設消防に連絡しました。 

 

公設消防にて現場確認の結果、午後 5時 30分頃に詳細な分解点検を実施しないと 

火災か否かの判断がつかないとの見解をいただきました。 

  

 本事象による外部への放射能の影響はありません。 

（2023 年 12 月 25 日お知らせ済み） 

安全上の重

要度／損傷

の程度 

＜安全上の重要度＞ 

 

安全上重要な機器等 ／ その他 

＜損傷の程度＞ 

□ 法令報告要 

■ 法令報告不要 

□ 調査・検討中 

対応状況 

 

本日（12 月 26 日）午後 4 時 14 分頃、公設消防による現場確認の結果、継続的な 

燃焼ではなく、一時的なスパークであることから火災でないと判断されました。 

 原因については引き続き調査してまいります。 
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柏崎刈羽原子力発電所の保安規定変更認可について 

 

2023年 12月 13日 

東京電力ホールディングス株式会社 

 

当社は、2020年 10月 30日に、福島第一原子力発電所の廃炉と、原子力発電所の安全性

向上に対する当社社長の責任を明確化するため、保安規定に「原子力事業者としての基本

姿勢」（以下、基本姿勢 7 項目）を明文化しました。 

 （2020年 10月 30日お知らせ済み） 

 

 その後、2023 年 11 月 1 日に、自律的かつ持続的に原子力発電所の安全性向上に努める

ことを改めて決意するため、基本姿勢 7 項目に、核物質防護強化の取組から得た気づき等

を反映し、柏崎刈羽原子力発電所の保安規定変更認可申請書を、原子力規制委員会に提出

しております。 

（2023年 11月 1日お知らせ済み） 

 

本日、同委員会より本申請について認可をいただきましたので、お知らせいたします。 

 

当社は、引き続き同委員会による審査に真摯かつ丁寧に対応するとともに、福島第一  

原子力発電所の事故から得られた教訓を踏まえ、更なる安全性、信頼性の向上に努めてま

いります。 

 

以 上 

【本件に関するお問い合わせ】 
東京電力ホールディングス株式会社 

広報室 原子力報道グループ 03-6373-1111（代表） 
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柏崎刈羽原子力発電所 4号機における高経年化対策に関する 

原子炉施設保安規定の変更認可について 

 

2023 年 12 月 21 日 

東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 

 

当所 4号機は 2024 年 8 月 11 日に営業運転から 30 年が経過するため、「実用発電用原

子炉の設置、運転等に関する規則＊1」ならびに「実用発電用原子炉施設における高経年

化対策実施ガイド（原子力規制委員会制定）＊2」（以下「実施ガイド」）に基づき、高経

年化技術評価＊3を行いました。 

 その評価結果に基づき長期施設管理方針を策定し、2023 年 8 月 8 日、原子力規制委員

会に長期施設管理方針＊4の策定に係る原子炉施設保安規定の変更認可申請を行いました。

（2023 年 8 月 8 日お知らせ済み） 

 

 その後、実施ガイドに基づく国のヒアリングによる審査等を踏まえ、2023 年 12 月   

8 日に保安規定の変更認可申請の補正を原子力規制委員会に申請しており、2023 年  

12 月 20 日に同委員会より認可を受けましたので、お知らせいたします。 

 

今後も現状の保全活動を実施・改善していくことにより、発電所設備の適切な保全  

活動に努めてまいります。 

 

以 上 

 

添付資料 

・柏崎刈羽原子力発電所 4号機高経年化技術評価および長期施設管理方針の概要 
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2 
 

＊1 実用発電用原子炉の設置、運転等に関する規則 

   発電用原子炉設置者は、運転を開始した日以後三十年を経過していない発電用原

子炉に係る発電用原子炉施設について、発電用原子炉の運転を開始した日以後三十

年を経過する日までに、原子力規制委員会が定める発電用原子炉施設の安全を確保

する上で重要な機器及び構造物等に経年劣化に関する技術的な評価（高経年化技術

評価）を行い、この評価の結果に基づき、十年間に実施すべき当該発電用原子炉施

設についての施設管理に関する方針（長期施設管理方針）を策定しなければならな

い。 

（実用発電用原子炉の設置、運転等に関する規則 82 条第 1項） 

 

＊2 実用発電用原子炉施設における高経年化対策実施ガイド 

   発電用原子炉設置者が高経年化対策として実施する高経年化技術評価および長期

施設管理方針に関することについて、基本的な要求事項を規定するもの。 

   ・高経年化技術評価の実施及び見直し 

   ・長期施設管理方針の策定及び変更 

   ・長期施設管理方針の保安規定への反映等 

   ・長期施設管理方針に基づく施設管理 

 

＊3 高経年化技術評価 

   原子力発電所の安全上重要な機器・構造物に発生しているか、または発生する可

能性のあるすべての経年劣化事象の中から、高経年化対策上着目すべき経年劣化事

象を抽出し、これに対する機器・構造物の健全性について評価を行うとともに、現

状の施設管理が有効かどうかを確認し、必要に応じ、追加すべき保全策を抽出する

こと。 

 

＊4 長期施設管理方針 

   高経年化技術評価結果に基づき抽出された、今後 10 年間に行う施設管理項目およ

び実施時期をとりまとめたもの。 

 

 

【本件に関するお問い合わせ】 

東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 広報部 報道グループ 0257-45-3131（代表） 
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柏崎刈羽原子力発電所における原子力規制検査（核物質防護に係る追加検査）に係る 

結果及び対応区分の変更通知の受領について 

 

2023年 12月 27日 

東京電力ホールディングス株式会社 

 

 

柏崎刈羽原子力発電所において、IDカード不正使用や核物質防護設備の機能が一部喪

失する事案などが発覚しており、地元の皆さまをはじめ、社会の皆さまに、大変なご不安

やご心配をおかけしておりますことを、改めて深くお詫び申し上げます。 

 

同発電所の核物質防護設備の機能一部喪失については、「安全重要度評価※1:赤」が確定

し、2021年 3月 23日の原子力規制委員会において「対応区分※2：第 4区分」として取り

扱う旨の通知を原子力規制庁より受領しております。 

（2021年 3月 23日お知らせ済み） 

 

本日の原子力規制委員会において、当社柏崎刈羽原子力発電所に対する対応区分※2を

「第４区分」から「第１区分」に変更することが決定され、原子力規制庁より通知を受領

いたしました。 

また、原子炉設置者としての適格性について再度ご確認いただきました。 

 

当社は、原点である福島第一原子力発電所事故の反省と教訓にもう一度立ち返り、自律

的な全員参加型の改善活動を継続し、原子力事業者として地元の皆さま、社会の皆さまか

らご信頼をいただけるよう取り組んでまいります。 

 

以 上 
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※1 安全重要度評価： 

安全上の重要度は、原子力施設の安全確保に対する劣化程度に応じて「赤」「黄」

「白」「緑」に区分される。各区分の定義は以下の通り。 

 

赤：安全確保の機能または性能への影響が大きい水準 

黄：安全確保の機能または性能への影響があり、安全裕度の低下が大きい水準 

白：安全確保の機能または性能への影響があり、安全裕度の低下は小さいものの、

規制関与の下で改善を図るべき水準 

緑：安全確保の機能または性能への影響があるが、限定的かつ極めて小さなもので

あり、事業者の改善措置活動により改善が見込める水準 

 

※2 対応区分： 

追加検査に係る対応区分は、検査指摘事項の重要度評価及び安全実績指標の分類に

応じて、「第 1 区分」「第 2 区分」「第 3 区分」「第 4 区分」「第 5 区分」に分けられ

る。各区分の定義は以下の通り。 

 

第 1 区分:各監視領域における活動目的は満足しており、事業者の自律的な改善が

見込める状態 

第 2 区分:各監視領域における活動目的は満足しているが、事業者が行う安全活動

に軽微な劣化がある状態 

第 3 区分:各監視領域における活動目的は満足しているが、事業者が行う安全活動

に中程度の劣化がある状態 

第 4 区分:各監視領域における活動目的は満足しているが、事業者が行う安全活動

に長期間にわたるまたは重大な劣化がある状態 

第 5 区分:監視領域における活動目的を満足していないため、プラントの運転が許

容されない状態 

 

【本件に関するお問い合わせ】 
東京電力ホールディングス株式会社  

広報室 原子力報道グループ 03-6373-1111（代表） 
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【本件に関するお問い合わせ】 
東京電力ホールディングス株式会社  

広報室 原子力報道グループ 03-6373-1111（代表） 

 

 

柏崎刈羽原子力発電所の IDカード不正使用および 

核物質防護設備の機能の一部喪失に関わる原因分析再検証・改善措置実施報告について 

 

2023年 12月 28日 

東京電力ホールディングス株式会社 

 

柏崎刈羽原子力発電所において、IDカードの不正使用や核物質防護設備の機能の一部喪

失事案などを発生させ、地域の皆さまをはじめ、広く社会の皆さまに、大変なご不安やご

心配をおかけしておりますことを、改めて深くお詫び申し上げます。 

 

当社は、同発電所における両事案について、根本原因分析や改善措置活動の計画等を取

りまとめた「改善措置報告書」を、2021年 9月 22日に原子力規制庁へ提出いたしました。 

（2021年 9月 22日お知らせ済み） 

 

2021年 9月以降当社が取り組んできた、両事案の原因分析の再検証と、追加検査（フェ

ーズⅢ）で原子力規制委員会にご確認いただいた 4 つの課題への取り組みを含む改善措置

の実施状況について、本日報告書として取りまとめましたのでお知らせいたします。 

 

当社は、自律的な全員参加型の改善活動を継続することで、原子力事業者として地域の

皆さま、社会の皆さまからご信頼をいただき、福島への責任を果たせるよう取り組んでま

いります。 

以 上 

 

【添付資料】 

 ・IDカード不正使用および核物質防護設備の機能の一部喪失に関わる 

  原因分析再検証・改善措置実施報告書 

 ・改善措置実施報告書 添付資料 
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（お知らせ） 
 

五泉市における「東京電力コミュニケーションブース」の開設について 

 

2024 年 1月 9日 

東京電力ホールディングス株式会社 

新潟本社 

 

当社は、柏崎刈羽原子力発電所において核物質防護強化の取り組みや発電所の安全性を向

上させる取り組みを進めております。 

 

このたび、当社の取り組みについて、地域の皆さまと直接お会いし、ご意見を拝聴すると

ともに、一人ひとりにご説明させていただくため、以下の通り「東京電力コミュニケーショ

ンブース」を開設いたします。 

 

地域の皆さまのご不安やご質問にお答えし、頂戴した貴重なご意見については、今後の発電所

運営に活かしてまいります。 

 

 

＜五泉市＞ 

・期間：2024 年 1月 20日（土）・1月 21日（日） 

・時間：10時 00分～16時 00分 

・場所：ラポルテ五泉／共用エリア「ガレリア」（五泉市赤海863番地） 

 

 

 

2024年2月におきましても、新潟県内（中越エリア）にてコミュニケーションブースの開設を

予定しており、詳細が決定次第、お知らせいたします。 

 

以 上 

 

【本件に関するお問い合わせ】 

東京電力ホールディングス株式会社 

新潟本社 渉外・広報部 報道グループ  025-283-7461（代表） 
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■東京電力の広報活動の取組み事項について

いただいた声
■県内各地で実施しているコミュニケーションブースでは、小さな子どもで
も楽しめるものがあれば、もっとみんなが立ち寄ってもらえるのでは？

取り組み事項
■お子様に親しんでもらえるようにバーチャルキャラクターを使ったご説明
を始めています。

2024年1月10日

東京電力ホールディングス株式会社

柏崎刈羽原子力発電所

・コミュニケーションブースは、新潟県内の全30市町村で2023年末までに合計128回開催
しており、累計25,000名の方にお越しいただいています。

・会場によって異なりますが、VR（バーチャルリアリティー）をご覧いただいたり、バー
チャルキャラクターの「海野モモちゃん」とクイズに挑戦しながらエネルギーについて
学んでいただけるものも開始しました。

コミュニケーションブースで皆さまから直接ご意見をいただき
発電所運営に活かしてまいります。

様々な会場での実施状況

バーチャルキャラクターを使った説明
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廃炉・汚染水・処理水対策の概要 ２０２３年１２月２１日
廃炉・汚染水・処理水対策チーム会合/事務局会議

1/9

「廃炉」の主な作業項目と作業ステップ
使用済燃料プールからの燃料取り出しは、2014年12月22日に4号機が完了し、2021年2月28日に３号機が完了しました。
引き続き、１、２号機の燃料取り出し、１～３号機燃料デブリ(注１)取り出しの開始に向け順次作業を進めています。

１～６号機 燃料取り出し完了 2031年内

１号機 燃料取り出し開始 2027年度～2028年度

２号機 燃料取り出し開始 2024年度～2026年度

初号機 燃料デブリ取り出し開始

２号機 2021年内
※新型コロナウイルス感染拡大の影響及び、
作業の安全性と確実性を高めるため、2023
年度後半目途の着手へ工程を見直し

• 多核種除去設備以外で処理したストロンチウム処理水は、多核種除去設備での処理を行い、
溶接型タンクで保管しています。

• 陸側遮水壁、サブドレン等の重層的な汚染水対策により、建屋周辺の地下水位を低位で安定
的に管理しています。また、建屋屋根の損傷部の補修や構内のフェーシング等により、降雨時の汚
染水発生量の増加も抑制傾向となり、汚染水発生量は、対策前の約540m3/日（2014年5
月）から約90m3/日（2022年度）まで低減しています。

• 汚染水発生量の更なる低減に向けて対策を進め、2025年内には100m3/日以下に抑制する
計画です。

シナリオ・技術の検討 設備の設計・製作 解体等原子炉施設の
解体等

汚染水対策 ～３つの取組～

（１）３つの基本方針に従った汚染水対策の推進に関する取組
①汚染源を「取り除く」 ②汚染源に水を「近づけない」 ③汚染水を「漏らさない」

（２）滞留水処理の完了に向けた取組
• 建屋滞留水水位を計画的に低下させるため、滞留水移送装置を追設する工事を進めております。
• 2020年に1～3号機原子炉建屋、プロセス主建屋、高温焼却炉建屋を除く建屋内滞留水処理

が完了しました。
• ダストの影響確認を行いながら、滞留水の水位低下を図り、2023年3月に各建屋における目標

水位に到達し、1～3号機原子炉建屋について、「2022～2024年度に、原子炉建屋滞留水を
2020年末の半分程度に低減」を達成しました。

• プロセス主建屋、高温焼却炉建屋の地下階に、震災直後の汚染水対策の一環として設置したゼ
オライト土嚢等について、線量低減策及び安定化に向けた検討を進めています。

（３）汚染水対策の安定的な運用に向けた取組
• 津波対策として、建屋開口部の閉止対策を実施しました。現在、防潮堤設置の工事を進めてい

ます。また、豪雨対策として、土嚢設置による直接的な建屋への流入を抑制するとともに、排水路
強化等を計画的に実施していきます。

原子炉格納容器内の状況把握/
燃料デブリ取り出し方法の検討 等

燃料デブリ
取り出し

燃料デブリの
保管/搬出

1、3号機 2号機

燃料デブリの
取り出し

揚水井

地下水位

原子炉建屋

水ガラス
地盤改良

浄化処理

溶接型タンク

屋根損傷部補修
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下
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敷地舗装

タービン建屋

セシウム除去
淡水化

メガフロート
着底

港
湾

赤字：（１）３つの基本方針に従った汚染水対策の推進
青字：（２）滞留水処理の完了
緑字：（３）汚染水対策の安定的な運用

更なる
水位低下

開
渠
内

トレンチ

防潮堤

汲み上げ

汲み上げ 汲み上げ

汲み上げ

汲み上げ

サ
ブ
ド
レ
ン

(注1)事故により溶け落ちた燃料

多核種除去設備等処理水の処分について
ALPS処理水の海洋放出に当たっては、安全に関する基準等

を遵守し、人及び周辺環境、農林水産品の安全を確保してま
いります。また、風評影響を最大限抑制するべく、モニタリングの
さらなる強化や第三者による客観性・透明性の確保、IAEAに
よる安全性確認などに取り組むとともに、正確な情報を透明性
高く、継続的に発信してまいります。

処理水対策

燃料
取り出し

燃料の
保管/搬出がれき撤去 等 燃料取り出し

設備の設置

3、4号機

使用済燃料プール
からの燃料取り出し

1、2号機

＜中長期ロードマップにおけるマイルストーン＞

ALPS処理水の海洋放出の流れ

1



3号機 S/C内滞留ガスのパージ作業開始について2号機 試験的取り出し作業の準備状況

◆１～３号機の原子炉・格納容器の温度は、この１か月安定的に推移しています。
また、原子炉建屋からの放射性物質の放出量等については有意な変動がなく、 総合的に冷温停止状態を維持していると判断しています。

東京電力ホールディングス（株）福島第一原子力発電所の廃止措置等に向けた中長期ロードマップ進捗状況（概要版）

取組の状況

2号機

注水

615体

西側前室

遮へい体
南
側
前
室
鉄
骨
設
置
中

陸
側
遮
水
壁

2016/3/31
凍結開始

1568/1568
凍結管設置 (本)

2015/11/9
凍結管設置完了

燃料取り出し用
カバー

取り出し完了燃料（体）
1535/1535*1

（2014/12/22燃料取り出し完了）

＊1：2012年に先行して
取り出した新燃料2体を含む4号機3号機

注水

遮へい体

ドーム屋根 燃料取扱機
クレーン

FHMガーダ

566/566
（2021/2/28燃料取り出し完了）

取り出し完了燃料（体）使用済燃料
プール(SFP)

オペレーティングフロア
（オペフロ）

392体

原子炉建屋(R/B) 1号機

原子炉
格納容器
(PCV)

原子炉
圧力容器
(RPV)

燃料デブリ

ペデスタル

サプレッション
チェンバ（S/C）

下
部
架
構
設
置
中

養生バッグ

注水

ALPS処理水海洋放出の振り返り 1号機PCV内部調査（気中部調査）について

燃料デブリ取り出しに向けて、地下階の情報
だけでなく、PCV全体の状況も把握する必要
があるため、1階エリアを中心に今年度内に気
中部調査を実施する予定です。
本調査では、PCV内部は狭隘かつ暗所であ

るため小型ドローンやヘビ型ロボットを用いて調
査を実施する計画です。
ペデスタル外だけでなく、ペデスタル内の原子

炉圧力容器（RPV）底部周辺についても調
査を計画しており、調査結果は燃料デブリ取り
出し工法検討や今後のPCV及びRPV内部調
査の検討等に活用していきます。

＜堆積物除去装置の運搬状況＞
2/92/9

ALPS処理水海洋放出（3回目）以降、国、福島県、東京
電力が実施している海域モニタリングにおいて、異常は認められて
いません。また、放出設備については、点検を実施し、異常が無い
ことを確認しています。
放射線環境影響評価に用いた海洋拡散シミュレーションの妥当

性確認のため、第1回の放出期間におけるトリチウムの拡散計算
と海水モニタリングデータの比較評価を実施しました。引き続き、第
2回、第3回の放出期間における評価も実施し、検証を進めてい
きます。
また、次に放出予定のALPS処理水について、測定・確認用設

備のタンクB群への移送が12月11日に完了し、循環攪拌運転
後、放出基準を満足していることを確認できたら、2024年2月下
旬から、4回目の放出を開始する計画です。

3号機圧力抑制室（S/C）には、事故時に発生したガスの他、水の
放射性分解に伴い発生する水素が滞留していると推定し、水素燃焼
に至るリスクを低減するためS/C内の滞留ガスを送気（パージ）するこ
とを計画しています。
パージ作業に先立ち、ガスパージ設備にてガス採取・分析した結果、

クリプトンを検出しましたが、敷地境界における被ばく影響の評価を実
施し、周辺公衆に与える放射線被ばくのリスクは小さいと判断していま
す。
この結果を踏まえ、原子炉格納容器（PCV）パラメータへの影響を

確認するため、まずは少量でのパージを12月19日より開始しています。
PCVパラメータ等の監視を行っていますが、有意な変動は確認されてい
ません。引き続き、安全を最優先に作業を進めていきます。

＜小型ドローン＞ ＜ヘビ型ロボット＞

寸法：約19×18×5 [cm]
重量：185[g](バッテリ込)

寸法：約300×18×17[cm]
重量：約25[kg]

楢葉町のモックアップ施設では、試験状況を踏まえ、ロボ
ットアームの現場適用に向けて、作業効率化や精度の向
上等の課題解決を図っています。現在は、アクセスルート
構築等の試験を進めています。
現場においては、PCV内にロボットアームを進入させるた

めの貫通部のX-6ペネ内の堆積物除去作業に向けて、堆
積物除去装置の据え付けが12月14日に完了しました。
引き続き、X-53ペネへのスプレイ治具の据え付けを実施
中です。
1月初旬から開始予定のX-6ペネ内堆積物除去作業

の実施状況及びロボットアームの試験実施を踏まえ、安全
かつ慎重に試験的取り出しを進めるべく、工程について精
査していきます。 2



主な取組の配置図
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提供：日本スペースイメージング（株）2021.4.8撮影
Product(C)[2021] DigitalGlobe、 Inc.、 a Maxar company.
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海側遮水壁
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MP-1

廃棄物処理・貯蔵設備
貯蔵庫設置予定エリア

廃棄物貯蔵庫
設置エリア

１
号

２
号

３
号

４
号サブドレン

敷地境界
増設雑固体廃棄物焼却設備

雑固体廃棄物焼却設備

高温焼却炉建屋

プロセス主建屋

地盤改良

タンク設置エリア

2号機 試験的取り出し作業の準備状況1号機 PCV内部調査（気中部調査）について

ALPS処理水海洋放出の振り返り

3号機 S/C内滞留ガスのパージ作業開始について
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多核種除去設備（ALPS）で処理した廃棄物の処理計画について（2020年6月19日公表資料より）

1

【竹内委員の質問への回答】

最終的に多核種除去設備（ALPS）で処理した汚染物の処分方法を図などで紹介して欲しい。

2 2



3

2023年12月18日 原子力発規制委員会
特定原子力施設監視・評価検討会
（第１１０回） 資料３－１－８

多核種除去設備（ALPS ）から発生するスラリー等については高性能容器（ HIC ）
に充填し保管しており、12月14日現在での保管実績は4280基。
保管容量については、発電所構内（南側）に4768基分を計画しており、
今後、スラリー安定化処理設備の運用を計画することで保管量を低減していく予定。

【参考】ＨＩＣ（高性能容器）内スラリーの処理に係るプロセス

発生したスラリーをHICに充填 HICをボックスカルバートに一時保管

セシウム吸着塔一時保管施設多核種除去設備等 スラリー安定化処理設備

スラリーを抜出し，
HICを洗浄

空HIC

多核種除去設備等で再利用

脱水物を充填容器
に収容

脱水物を固化処理

解体

HIC小割り(セーバーソー)

雑固体焼却炉

固体廃棄物貯蔵庫

脱水物を長期保管

SUS補強体小割り解体

一軸破砕機

HICを破砕，焼却

充填容器

低汚染廃棄物
として保管

焼却灰保管

HIC内部を除染し，
SUS補強体とHICに分離

HIC減容設備

4

多核種除去設備等において発生するスラリーについてはHICに充填し，セシウム吸着塔一時保管施設に
て保管し，最終的には固化処理する計画である。
また，スラリー抜き出し後の空HICについては，多核種除去設備等において再利用，もしくはHICを減
容するための設備にてSUS補強体とHICを解体する。
解体したHICについては破砕し，雑固体焼却炉にて焼却を計画している。

3


